




まず、日程についてであります。
本年度は、資料のとおり、１１月１４日、１７日の２日間、三重会場のみ

で開催いたします。
なお、両日とも手話言語通訳者の派遣を依頼していますので、ご承知おき

願います。

（ＥＮＴＥＲ）



次に、班編成についてです。
班編成は、常任委員会や特別委員会のバランスを考慮して編成しておりま

す。
最初に11月14日の三重会場です。休日で昼間の開催になります。

（ＥＮＴＥＲ）



次に１１月１７日の三重会場です。平日で夜間開催となります。

（ＥＮＴＥＲ）





















(スタート)

それでは、これから議会報告会を開始します。

（ENTER）



開催趣旨です。議会では、より議会を身近に感じてもらうための取り組み

として、議会の活動状況や審議内容を、議員が市民の皆様へ直接報告する

「議会報告会」を開催します。

議会報告会は市民の皆様のご意見をお聞かせいただき、議員活動に生かし

ていくための大変貴重な機会です。

よって、本日は、９月定例会の状況など議会の活動を報告すると同時に、

市民の皆様からのご意見をお聞かせいただき、今後の議会活動や市政の発展

に活かしていきたいと考えています。

(ENTER)



本日の次第についてですが、第１部で議会からの報告、第２部で質疑や皆

様との意見交換となっています。

(ENTER)



では、始めに第１部 議会報告を行います。

（ENTER）



９月定例会は、８月３０日開会、９月３０日閉会の、計３２日間の会期で

行われました。

議案が１４件、認定が１０件、諮問が２件、報告が３件あり、令和２年度

決算については、決算特別委員会も設置し、慎重に審査しました。

本日は時間の都合もありますので、いくつかの議案の審査、審議、予算に

ついてピックアップして報告したいと思います。

（ENTER）



まず、第73号議案 豊後大野市浄化槽整備推進事業施設条例の一部改正に

ついてです。

これは、市が設置し、及び管理している浄化槽について、補助金等に係る

予算の執行の適正化に関する法律施行令に規程する期間が経過した浄化槽を

使用者等に譲与できることとするため本条例の一部を改正するものです。

平成20年度に事業が完了した市町村設置型浄化槽事業は、旧緒方町の農業

集落排水事業の区域外に合併処理浄化槽が662基設置されています。市内個

人設置型浄化槽使用者との公平性の確保のため、この浄化槽を使用者に無償

譲渡をするための改正です。

(ENTER)



この第７３号議案について９月15日に開催された産業建設常任委員会では、
「今662基あるうち何基程度譲与が滞ってしまうと考えているのか？」との
質疑があり、「令和５年度までを目標として、現在管理しております662基
全て譲与契約を締結していただいて、ゼロにすることを目標に取り組んでい
きます。」との答弁がありました。
また、「国が92％、県が77％、市は62％の進捗という状況だが、普及させ

ていくための市独自の対策などあるのか？」との質疑に対しては、「生活排
水施設整備構想の中で、公共下水と農業集落排水等の集合処理区域の拡張は
行う予定はありません。市町村設置型浄化槽の事業の廃止で、残りは個人設
置型浄化槽で水洗化を図るということにしています。国の補助事業である単
独槽からの合併処理浄化槽への転換の補助事業に本市は取り組んでいま
す。」との答弁がありました。
(ENTER)



本会議最終日には議員より、「下水処理事業、農業集落排水処理事業、浄

化槽設置事業をあわせ生活排水事業の公平性を、環境という視点から本市は

改めて考えなおす必要性がある。併せて、市民の生活の質を改善する「安

心・安全」とは何かを改めて見直してもらいたい。」との討論もありました。

産業建設常任委員会では可決すべきものとして決し、本会議最終日９月３

０日に賛成者多数で可決されました。

(ENTER)



次に第７７号議案 豊後大野市一般会計補正予算（第６号）です。ここで

は男女共同参画社会啓発事業の補正予算を紹介します。

補正予算の内容は、パートナーシップ制度・ファミリーシップ制度の導入

に係る審議会開催、周知用品物品等の購入に伴う補正予算です。予算額は３

３万１千円の増額です。補正予算の内容は下記のとおりです。

(ENTER)



この制度の概要は、一方または双方が性的マイノリティであるカップルが、

お互いを人生のパートナーとして尊重し、継続的に協力しあう「パートナー

シップ」であることを市長に対して宣誓した事実を証明する制度です。

また、パートナーシップであることを宣誓した人に、子ども（未成年）が

いる場合は、その子どもを「ファミリーシップ」であることを宣誓した事実

を証明することもできます。

パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度は、法律上の婚姻などとは

異なるため、相続や税制面では、法律に基づく権利・義務は発生しませんが、

この制度をきっかけに、性的マイノリティに関する社会的理解が進み、パー

トナーシップ・ファミリーシップが尊重される取り組みが広がっていくこと

が期待されます。

(ENTER)



この制度により受けられるサービスの内容は高齢者や障がい者の福祉に関

するサービスなど記載のとおりです。

また制度導入時期は令和４年４月を予定しています。

(ENTER)



次に第８３号議案 豊後大野市一般会計補正予算（第７号）です。新型コ

ロナウイルス感染症対策の補正予算について紹介します。

最初に感染症拡大防止対策事業２３８８万円です。新型コロナウイルス感

染症拡大防止対策として、市民や事業所が自ら検査を実施した場合、検査に

使用した抗原検査キット購入費に対して補助を行うものです。

次に避難所新型コロナウイルス対策推進事業４８０万円です。災害時に開

設する避難所での新型コロナウイルス感染防止対策として、抗原検査キット

を購入するものです。

以上の２議案は９月３０日の本会議最終日に全会一致で可決されました。

(ENTER)



本日ご報告させて頂いた以外の議案についても、９月３０日の議会最終日

には、反対討論や賛成討論が活発に行われ、採決いたしました。

今回は時間の都合上議会版事務事業評価の内容は資料をもって報告に代え

させていただきます。本日の資料の後半に掲載しております。

（ENTER）



次に傍聴のご案内です。

１１月２９日から、１２月定例会が開会予定です。

本会議は、市役所５階の本会議場で開催されます。どなたでも傍聴するこ

とが出来ますので、傍聴をご希望の方は、本会議開催日に、市役所５階の議

会事務局窓口にある受付票に、住所、氏名を記入して傍聴席へお入りくださ

い。

傍聴しやすい環境整備に努めていますので、皆様是非一度傍聴してみては

いかがでしょうか。

（ENTER）



また、傍聴にお越しいただけなくても、一般質問と開会日、閉会日の本会

議につきましては、ケーブルテレビで生中継しております。

なお、見逃した場合でも、一般質問につきましては、サブチャンネルで再

放送もしております。

（ENTER）



また、広報編集特別委員会により、議会だより「声のかけ橋」を年に４回、

そして２年に１度臨時号も発行しています。

市民の皆様に出来るだけわかりやすく議会情報を伝えるため、協議を重ね

て発行しています。

（ENTER）



更に、ホームページにおいても議会情報の提供を図っております。定例会

の日程をはじめ、議案書や議員の賛否状況、過去の議会だより、トピックス

など様々な情報が掲載されておりますので、パソコン、スマートフォンから、

是非御覧下さい。

（ENTER）



なお、議会では、議会・議員との意見交換を希望する団体を募集していま

す。

各種団体については、自治会、地域コミュニティ、市民グループ等の豊後

大野市内の各種団体で、意見交換のテーマや日程、開催場所等については、

要望を踏まえ事前に協議します。希望される団体はお気軽にご相談ください。

（ENTER）



以上で第１部の議会報告を終わります。

（ENTER）



続いて、第２部の質疑及び意見交換に移りたいと思います。

（ENTER）



今回のテーマは市政全般について意見交換を行います。

（ENTER）



本日の議会報告会で市民の皆様から寄せられた貴重な御意見などについて

は、全議員で共有します。そして議会で検討すべきものについては、各委員

会などで検討を行うとともに、今後、所管事務調査、事務事業評価、議員個

人の一般質問などに活かしていきたいと思います。 また、併せて、市政に

ついてのご意見など、市が対応すべきものについては市長に伝達します。

ちなみに、前回の報告会で出されたご意見に対する市からの見解について

は、資料の最後のほうに載せております。

家に帰ってからでも御一読ください。

（ENTER）



では、御意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

（※最終画面 ここで固定）



ここからは、９月定例会中に実施した議会版事務事業評価の取り組みにつ

いて報告します。

まず、豊後大野市議会の常任委員会について、説明します。

豊後大野市議会には、総務常任委員会、厚生文教常任委員会、産業建設常

任委員会の３つの常任委員会があり、それぞれの委員会は、その部門に属す

る事務の調査等を行っておりますが、これにより、多岐にわたる市の事務に

ついて合理的かつ能率的に調査を行うことが可能となっております。

議会版事務事業評価は、この常任委員会ごとに、それぞれの所管に属する

事務事業を選定して実施いたしました。



議会版事務事業評価とは、議会が、昨年度実施した市の事業を調査して事

業の問題点などを整理します。

その上で来年度以降の事業の方向性などを執行部に提言します。

その目的は、今後の事業改善や予算確保などに繋げることです。

なお、来年２月に提言に対する対応状況の報告書が、執行部から届くこと

になっています。



この議会版事務事業評価では、昨年度実施した事業結果に対する評価と、

来年度に向けた事業の今後の方向性という２つの評価を、それぞれ５段階で

行います。



今年度は、９月１５日、１６日、１７日の３日間をかけ、各常任委員会が

２～３事業ずつ、計７事業を選定して評価いたしました。各常任委員会ごと

に１事業ずつ、計３事業の評価について報告したいと思います。



まず、始めに総務常任委員会の議会版事務事業評価の報告です。



総務常任委員会が所管する部署は、御覧のとおり、８つの部署でありま

す。

また、他の委員会の所管に属しない事項となっております。



さて、総務常任委員会では、総務課の「ケーブルテレビ管理事業」につい

て事務事業評価を行いました。

この事業は、本市が抱える情報通信分野での諸課題を総合的に解決するた

めに、高速情報通信網を整備し、防災、福祉等の各種行政サービスの充実、

商業や産業の振興、ブロードバンド環境の整備、地上デジタルテレビ放送へ

の対応など、市民の安心・安全の確保や地域の振興に生かすことなど、市民

生活の向上を図ることを目的としています。

事業の概要としては、 市内全域を対象に、通信用・放送用にそれぞれ別

の光ファイバー網を構築し、データ通信は光ファイバケーブルで結ぶ方式と

し、既設のケーブルテレビセンターと５中継局で市全域をカバーする。施設

の運営については、公設公営（一部委託）方式とし、サービス提供事業者は

大分ケーブルテレコム株式会社ということでした。

そこで、総務常任委員会での事業結果に対する評価は、



「山間部と街部の情報格差の解消には有意義な事業であるし、市民のライ

フラインの一つといっても過言ではない。」

とし、評価は「Ｂの良好」としました。

しかし、「支障木等の関係や伝送路、器具備品などの維持管理や人口減少

による収入減なども考慮すると、今後の財源確保に不安を感じる。」

という問題点があがりました。

そこで、事業の今後の方向性としましては、



「２」の「継続」としました。

そして、器具備品の経年劣化を見るとき、将来的な財務状況を正確に知るた

めには、企業会計の導入が必要である。

ケーブルテレビ事業も開始10年を経過し、伝送路の維持管理や支障木の撤去

などの行政が管理すべき事業と、国の民間移行ガイドラインによる指定管理

の方法などの棲み分けを精査し、将来の方向性を検討していく時期でもある。

今後の方向性を見極めるため、議会に対して国のガイドライン等の提示や近

隣市等の状況についても、適宜説明を求める。

との提言を行いました。



以上で、総務常任委員会の議会版事務事業評価の報告を終わります。



それでは、これから厚生文教常任委員会の議会版事務事業評価について報

告します。



まず、厚生文教常任委員会の所管についてですが、ご覧の９部署となって

おり、多岐にわたっています。



さて、厚生文教常任委員会では、環境衛生課の飲料用水施設改善補助事業

を選定して事務事業評価を実施しました。

この事業の目的は、市営水道の普及していない地域の施設の新設及び修繕

に要する費用に一部を補助することで、市民の健康増進と公衆衛生の確保及

び生活環境の改善を図ることです。

また、この事業の概要は、２世帯以上での申請の場合、１３３万３千円を

上限として補助対象費用の３分の１の額を補助し、１世帯での申請の場合、

特定の要件を満たせば、３０万円を上限として補助対象費用の３分の１の額

を補助するものです。



そこで評価についてですが、飲料用水の確保を支援する事業は生活に必要

な極めて重要な事業であり、実際相当な件数の申請があることから、事業結

果はＣのおおむね適正と認められる、としましたが、

過疎・高齢化により増加する施設の維持管理への要望に対し、適切に対処

する必要がある。

現在の要綱による事業は適正に実施されているが、市民ニーズに応え、補

助率の引き上げを検討する必要がある、などの問題点も提起されました。



そこで、「水」問題は生活基盤最大の課題であることから、事業の今後の

方向性は１の拡充とする、としたうえで、

施設の新設及び修繕には多額の費用を要するため、補助率を現在の３分の

１から２分の１へ引き上げるよう検討すること。

工事や修繕など技術的な側面があること、また市営水道の給水区域拡大の

相談につながる可能性が高いことから、本事業を上下水道課で実施すること

ができないか検討すること、との提言を行いました。



以上で、厚生文教常任委員会の議会版事務事業評価の報告を終わります。



続いて、産業建設常任委員会の議会版事務事業評価の報告をいたします。



始めに、産業建設常任委員会が所管する部署については、ご覧の６つの部

署であります。



さて、産業建設常任委員会では、農林整備課の森林経営管理事業について

事務事業評価を実施しました。

この事業の目的は、未整備森林の整備を促進し、健全な育成と公益的機能

の増進を図り、地域林業の振興を図るものです。

また、この事業の概要は未整備森林調査業務委託、森林経営管理業務委託、

未整備森林管理用GIS設定業務委託など13事業に及びます。



事業結果に対する評価は、おおむね適正であり、

「基金に積み残さず活用している点、経営管理権集積計画を立てた点につ

いては評価できる。」

また「しかし市民に対して認知度が低く、また今後、担い手などの人員確

保が問題である。」

との問題点も提起されました。



そこで、事業の今後の方向性は２の継続としたうえで、

「本事業は、広く周知されているとは言い難い。令和６年度から森林環境

税が市民に課税されることを考えると、周知徹底を図る必要がある。」

「成果指標についての目標設定については、疑問を感じるが、森林環境譲

与税も段階的に増額される見通しであり、予算の使い方も熟考し、積極的に

進めること。また若者の林業の担い手育成にも努めること。」

との提言を行いました。



以上で、産業建設常任委員会の議会版事務事業評価の報告を終わります。
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（別紙１） 

議会報告会における市民から市に対する意見・質疑等 
 

１ 運転免許証自主返納支援事業とコミュニティバスについて 

 運転免許証の自主返納者には1万円分のバス、タクシー券が交付されるが、そこ

で完結するのではなく、今あるコミュニティバスを更に便利で充実させるなどの何

らかの手立てをお願いしたい。また、コミュニティバスで朝地のやすらぎ団地から

市民病院まで乗り継ぎのため運賃が2倍（400円）かかる。三重や清川、大野から

市民病院に行くのは直通で200円で行ける。公平性という面から不利益に感じてい

る。乗り継ぎ券などを発行して同じ200円で行けるようにして欲しい。 

（緒方会場）令和２年11月9日（月）午後７時～ 

（朝地会場）令和２年11月10日（火）午後７時～ 

（犬飼会場）令和２年11月12日（木）午後７時～ 

 

【回答】（まちづくり推進課） 

運転免許証自主返納支援事業は、高齢者による交通事故を減少させることを目的

に、自らの運転に不安を感じて運転免許証を自主返納した高齢者等に対して、1万

円相当のバス・タクシー券を交付し移動手段を確保するものです。この支援事業は、

県内の多くの市町村が実施しており、その中でも本市の助成が最も手厚い状況とな

っています。 

しかし、自動車や運転免許証を元々所持していない高齢者や障がい者、低所得者

等にはこの支援制度が適用されないという課題もあります。そのため、コミュニテ

ィバスやのりあいタクシーなどの地域公共交通の活性化とともに、配食サービス等

の福祉施策や市内業者による宅配・移動支援等のサービスを活用いただくことで移

動困難な高齢者への対応を図ってまいりたいと考えています。 
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コミュニティバスにつきましては、現在、清川町、朝地町、大野町の各中心部か

ら市民病院を結ぶ路線と、緒方町内の各集落から市民病院とを結ぶ路線があり、運

賃は片道200円（緒方町長谷川地区については片道300円）で運行しています。各

町とも各集落から各町の中心部へ移動した後、乗り継いで市民病院へ行かれる利用

者の方々は、乗継ぎ分の運賃（片道200円）を改めて支払っていただいている状況

です。 

また、コミュニティバスは、路線バスのように出発地から目的地までの距離に応

じて運賃をいただく手法を採用しておらず、分かりやすい運賃体系とするため、豊

後大野市地域公共交通網形成計画（平成29年度～令和3年度）により、路線ごと

の運賃価格を200円と設定させていただいております。この計画は、令和3年度に

見直しすることとしていますので、今回御質問いただいた乗継運賃等につきまして

もアンケート調査等を実施し、市民、利用者の意見を勘案しながら検討していきた

いと考えています。 

今後とも地域公共交通網を維持するため、積極的にコミュニティバスを利用して

いただきますようお願いいたします。 

 

 

２ 朝倉文夫記念公園について 

 朝倉文夫記念館に朝倉響子さんの作品を展示してほしいと寄附した方がいると

聞いたが、その後、作品が展示されないままである。どういった状況なのか伺いた

い。 

（朝地会場）令和２年11月10日（火）午後７時～ 

 

【回答】（まちづくり推進課） 

平成 28 年 3 月に故小加部修氏から文化振興に対する寄附金をいただき、同年 8
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月に朝倉文夫先生の次女である朝倉響子氏の作品を制作して朝倉文夫記念公園に

設置しましたが、作品制作委託業者と朝倉響子氏相続人との間で著作権に関する問

題が発生したため公開することができませんでした。 

その後、関係者と交渉を続けてまいりましたが、未だ解決に至らず公開できない

状態となっています。 

現在も交渉中で、皆様には大変御心配をおかけしますが、もうしばらくの間お待

ちいただきますようお願いいたします。 

 

 

３ 高齢者事業について 

 高齢者をもうちょっと元気づけるような施策がほしい。老人医療の問題、介護の

問題、認知症の問題、何か後手後手というか、守りの施策に目が向いてしまってい

るように思える。高齢者の経験と知恵を生かして元気な高齢者を増やし、高齢者の

元気が即、地域の元気になるような攻めの施策を考えてほしい。 

（三重会場）令和２年11月11日（水）午後７時～ 

 

【回答】（高齢者福祉課） 

「市では、誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けるために、社会福祉

協議会や医療・介護などの関係機関と連携して「地域包括ケアシステム」の実現に

向け取組を進めています。 

その取組の一つに、事業の支援をしていただくボランティアの養成があります。

現在、市では、65歳以上のすべての方を対象にお住まいの近くで健康づくりや介

護予防に取り組む介護予防事業を行っていますが、その事業のお手伝いをしていた

だく介護予防支援サポーター「いきいき生活応援隊員」を養成しています。 

また、認知症対策事業として、認知症の方やその家族などが集まり、交流や情報
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交換等を行う「オレンジカフェ」の開催や、認知症に関する知識と理解を持ち、地

域で認知症の方やその家族に対してできる範囲で手助けをする「認知症サポーター」

の養成も行っています。 

このようにボランティア活動を通じて、元気な高齢者の方々が活躍できる環境づ

くりに取り組んでいますが、一方で、サロンや老人クラブなど「通いの場」への参

加者が減少していることから、高齢者が生きがいを持っていきいきと生活するため

に活動の継続と担い手の確保に努めてまいります。 

 

４ 幸寿画伯について 

千歳町には世界的な画伯である幸寿の作品が眠っています。そのような世界の最

高傑作を豊後大野市で再活用するような方法を考えていないのか。 

（千歳会場）令和２年11月12日（木）午後７時～ 

 

【回答】（社会教育課） 

幸寿先生の絵画作品につきましては、「幸寿美術館」が平成22年度末に閉館して

以降、平成24年度と25年度に「エイトピアおおの」において「幸寿展」を開催し

ました。その後、作品展は開催していませんが、幸寿先生の絵画をより多くの方に

見ていただくために各支所や公民館に展示しています。 

また、本年1月に千歳町公民館で開催された「幸寿生誕110年記念展」において、

市も作品の一部を提供するなどの協力をさせていただいたところです。 
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５ 白鹿浄化センターについて 

先日、白鹿浄化センターから肥料をいただき、機械で散布しようとしたところ、

すごく大きい塊が入っており、機械が壊れかけた。１億２０００万円以上もかけて

施設を改良したとのことだが、前の肥料のほうが使いやすかった。もう１回施設を

改良してもらえないだろうか。 

また、白鹿浄化センターから大野川に排水が出ているが、この排水はどれぐらい

の頻度で、どこが検査しているのか教えてほしい。 

（犬飼会場）令和２年11月12日（木）午後７時～ 

 

【回答】（環境衛生課） 

肥料の件につきましては、令和元年5月から令和2年10月にかけて行った白鹿

浄化センターの基幹的設備の改良工事において、肥料の原料となる汚泥を脱水する

装置を変更する際の調整段階で大きな塊が生じたものであり、現在はそうした状況

は発生しておりません。 

大きな塊が入った肥料を使用された方には、大変な御迷惑をお掛けし、心からお

詫びを申し上げます。 

また、白鹿浄化センターから大野川に放流する「放流水」につきましては、水質

汚濁防止法や県条例などにより排出基準が定められており、市では、その基準を満

たす処理ができているか確認するため、有機物の汚れ具合については、毎月1回、

(公財)大分県環境管理協会で検査するとともに、白鹿浄化センター内の測定器で常

時監視を行っています。また、重金属類に対しては、年1回、専門業者に委託して

分析測定を行っています。 

さらに、放流する前の処理段階におきましても、週2回、白鹿浄化センター内で

運転員による分析を行っています。 
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なお、白鹿浄化センターでは、法律等で定める基準より厳しい基準を設けており、

放流水の測定値はこの基準を満たしています。 

 

６ 犬飼児童館について 

犬飼児童館付近は、子どもの送迎をする保護者等がおり、車の往来が多い。児童

館への上がり道がすごく狭く、上がる車と下りる車のどちらかがバックしないと通

れないような状況である。事故が起こらないうちに何とか道幅を広くできないか。 

（犬飼会場）令和２年11月12日（木）午後７時～ 

 

【回答】（子育て支援課） 

現在、犬飼児童館を利用する保護者の皆様には、坂道で幅員が狭い道路を譲り合

いながら通行していただいておりますが、この道路は、市道ではなく私有地で、現

地付近の土地は個人所有となっており、また隣接する家屋や電柱もあることから、

早急な対応については困難な状況です。 

 

 

 




